
第３回 出雲市介護保険運営協議会 

 

日 時  令和２年３月１２日（木） 

                       １４：００～１６：００ 

場 所  市役所 ３階 庁議室 

 

 

 

 

１．健康福祉部長あいさつ 

 

２．会長あいさつ 

 

３．議事 

 

（１）第７期計画に係る令和元年度（2019）の暫定評価等について （資料１） 

 

（２）第８期出雲市高齢者福祉計画・介護保険事業計画骨子（案）について 

（資料２）（資料２別冊） 

 

４．報告事項 

 

（１）出雲市在宅医療・介護連携推進に係る基本計画の策定について（資料３） 

 

（２）出雲市認知症ケア推進実施計画について          （資料４） 

 

  （３）高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について     （資料５） 

 

  （４）令和２年度介護人材の確保・定着に向けた事業計画(案)について（資料６） 

 

  （５）第８期計画策定に向けた今後のスケジュール（案）について （資料７） 

 

５．その他 



　
№ 氏　名 備　考

1   嵐谷　直美

2 　飯國　吉子

3 　磯田　洋平 　出雲地域介護支援専門員協会

4 　岩﨑　陽 　出雲市歯科医師会

5 　加藤　哲夫

6   川谷　吉正 令和元年12月～

7 　是光　章一

○ 8   齋藤　茂子

9 　白築　明子 令和元年9月～

◎ 10 　塩飽　邦憲　

11 　須谷　生男　

12 　高橋　幸男

13 　竹内　一子

14   多田　好江

15 　永島　真奈美

○ 16 　中山　博識

17 　原　　洋子

18 　福場　由紀子

19 　祝部　裕子

20 　牧野　由美子 　島根県出雲保健所

21 　松浦　久美子

22 　松本　弘

23 　三原  順子

24   山崎　文夫

25   渡部  雅人

◎会長　○副会長 名簿は50音順

　出雲高齢者あんしん支援センター

　第一号被保険者代表（平田）

　第一号被保険者代表（出雲）

　第一号被保険者代表（多伎・佐田・湖陵）

　第一号被保険者代表（斐川）

　出雲市社会福祉協議会

　出雲地域介護保険サービス事業者連絡会（居宅サービス）

　出雲地域介護保険サービス事業者連絡会（施設サービス）

　出雲地域介護保険サービス事業者連絡会（地域密着ｻｰﾋﾞｽ）

　島根県医師会

　第一号被保険者代表（大社）

　在宅福祉サービス団体代表

　第一号被保険者代表（出雲）

　島根県立大学出雲キャンパス

　ＪＡしまね出雲地区本部ふれあい福祉課

　島根大学　

　出雲医師会

　出雲医師会

出雲市介護保険運営協議会　(令和元年度～令和２年度）

所   　   属

　第二号被保険者代表

　第二号被保険者代表

　出雲市介護認定審査会

　出雲市民生委員児童委員協議会



議事 
 

 

（１）第７期計画に係る令和元年度（2019）の

暫定評価等について         （資料１） 

 

 

（２）第８期出雲市高齢者福祉計画・介護保 

険事業計画骨子（案）について   （資料２） 

 

 

 



大項目 第４章　地域包括ケアシステムの実現

中項目 ２　地域ケア会議の推進

指標設定の
ポイント

指標番号 1 成果指標

地域ケア会議が、参加したケアマネジャーの自立支
援・重度化防止に資するケアマネジメント及び多職
種との連携促進につながっているか。
＜参加者による評価＞

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 2 成果指標

地域ケア会議における検討が、自立支援・重度化防
止の取組につながったか。
運動・日常生活・健康管理・社会参加など19項目に
おいて取組開始６か月後に「改善、維持、悪化」の
３段階評価を行う。
H30.10～H31.2（15事例中14事例項目総数評価）
　改善事例　5事例（改善数4～9項目）　 （35.8%）
　維持事例  7事例（悪化数2～改善2項目）(50.0%）
　悪化事例  2事例（悪化数3～4項目）  　(14.2%）

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

年度末にも評価アンケートを実施し、参加専門職、ケアマネジャーの意見も参考
にしながら、引き続き効果的な会議を実施する。

平成31年4月から令和元年8月分までの事例について、6か月後評価のまとめを令
和2年3月に実施予定。好事例を各居宅支援事業所での浸透を図ることを目的に、
事例集を作成する予定である。

出雲市地域ケア個別会議後、評価シートによりケアマネジャーが6か月後の評価
を行った14事例について各項目により総合評価を実施。専門職の助言により、服
薬管理、食事、口腔管理などの健康管理の項目の改善が多い。

達　成　状　況   (昨年度 3)

概ね対象者が理解し、自立支援・重度化防止につながった。

概ね対象者が理解したが、自立支援・重度化防止につながらなかった。

対象者の理解が得られず、自立支援・重度化防止につながらなかった。

つながらなかった。

令和元年度前半に、参加専門職及び事例提出したケアマネジャーにアンケートを
実施。専門職からは、目的に合った会議の進め方が実施できていた、という意見
が多かった。ケアマネジャーからは、8割が会議結果を事務所内で報告し、専門
職からの助言が活かせるとの回答があった。

第7期計画に係る令和元年度（2019）暫定評価等について

関係者が協働して個別ケースの課題解決を図る地域ケア会議の推進は、地域包括
ケアシステムのまちづくりを進めていくうえで重要な取組のひとつ。
平成29年度から新たに実施している自立支援に向けた地域ケア会議が効果的に実
施されているか評価する。

達　成　状　況   (昨年度 5)

大いにつながった。

つながった。

資料1
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 3 成果指標
国が示す地域包括支援センター事業評価（114項目）
による評価結果はどうであったか。
実績：平成30年度　93／114項目

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 4 成果指標
地域包括支援センター運営協議会で評価を行い、改
善すべき事項が運営方針に反映され、その後、セン
ターの業務改善が図られているか。

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

運営方針に反映され、概ね業務が改善されている。

今年度は、114項目のうち97項目(約85％)実施することができた。
昨年度は未実施で、改善していく予定であったものについて、組織運営体制に関
わる項目など改善できたものもあれば、ケアマネ支援等について、引き続き未実
施のものもあった。

昨年度から引き続き未実施のものもあった。
対応すべきものは、次年度以降「実施」となるよう改善していく。

60％以上～80％未満実施されている。

第４章　地域包括ケアシステムの実現

３　高齢者あんしん支援センターの機能強化

地域包括支援センターの機能強化が図れているか評価する。

達　成　状　況   （昨年度 5)

80％以上実施されている。

40％以上～60％未満実施されている。

20％以上～40％未満実施されている。

 0％以上～20％未満実施されている。

達　成　状　況   (昨年度 3)

運営方針に反映され、業務が改善されている。

複合的な問題を抱えるケースに対し、関係機関との連携がスムーズに行かないと
ころもある。今後、ワンストップサービスの総合相談体制の構築を進めていく。

重点目標である関係機関とのネットワークの構築や地域課題の解決に向けた取
組、介護予防の普及啓発の推進を図ることができた。

運営方針に反映され、業務改善に向け検討している。

運営方針に反映されたが、業務が改善されていない。

運営方針に反映されず、業務も改善されていない。
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 5 成果指標

介護予防教室修了後、参加者による自主的な介護予
防への取組につなげられたか。
このほか、町内単位等、身近な場所で地域住民が介
護予防に取り組む活動を創設しているか。

実績：自主的な活動団体 ＜新規＞
　　　　平成29年度　　　　　　　12団体
        平成30年度　　　　　　　11団体
目標：　平成30年度　　　　　　　12団体
　　　　平成31年度、平成32年度 　9団体

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

新たに10団体「通いの場」の立ち上げ支援に携わった。立ち上げ後も団体に対
し、定期的に専門職を派遣し、後方支援を行うことができた。
また、今年度新たに、市内で活動する通いの場の状況を動画で紹介する番組を独
自に制作、CATVで放映することで、新たな掘り起しを行っている。

概ね目標を達成したほか、市が団体の運営を支援している。

概ね目標を達成した。

目標の半数程度は達成した。

目標を大きく下回った。

週１回以上活動している「通いの場」が少ない。
引き続き、広報やメディアを活用し普及啓発に努める。

第５章　介護予防・生きがいづくりの推進

１　総合事業の取組

住民が中心となって介護予防に取り組む活動の推進に向けた取組が実施されてい
るか評価する。

達　成　状　況   (昨年度 4)

目標を達成したほか、既存団体が順調に運営されている。
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指標番号 6 成果指標

リハビリテーション専門職等と連携し、「通いの
場」に専門職を派遣し、身体機能評価を行うなど介
護予防の動機づけとなるような取組を行っている
か。

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 7 成果指標

地域で介護予防に取り組む活動を支援するボラン
ティアを養成し、養成後は、地域でボランティアや
リーダーとして活動しているか。（介護予防サポー
ター養成の活動状況）

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

達　成　状　況   (昨年度 3)

修了者のほぼ全員が活動しているほか、新たな通いの場等の創設につながってい
る。

修了者のほぼ全員が活動している。

サポーターから、「体操のプログラムだけでは物足りない。」という意見があ
り。次年度は、サポーターの質を高めていくため、脳トレ等、他のメニューも取
り入れる予定。

今年度からサポーターの負担軽減を図るため、プログラムの内容（音声を活用し
た指導方法）を見直した。
講座修了後、既存団体や新たな場で活動している。

修了者の大半が活動している。

修了者の半数程度が活動している。

修了者の多くが活動していない。

通いの場から多く利用いただく一方で、今年度もリハビリ専門職の派遣元が一部
の病院等に偏っていた。本事業は、専門職が本来業務のほかに付加業務として引
き受けていただいているため、専門職の負担が大きいとの声もある。
次年度以降、新たな団体にも派遣協力を求め、負担の軽減を図りたい。

専門職等と連携した取組が行われ、介護予防の効果が良好である。

達　成　状　況   (昨年度 4)

「通いの場」への専門職派遣による支援が定着している。介護予防の効果も概ね
良好である。
　　専門職派遣　59団体、115件（12月末時点）

専門職等と連携した取組が行われ、介護予防の効果検証が行われている。

専門職等と連携した取組が行われている。

専門職等と連携した取組が行われていない。

専門職等と連携した取組が行われ、介護予防の効果が概ね良好である。
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 8 成果指標

支え合いの必要性の理解を深めるため、普及啓発を
推進したか。
実績：地域支え合い研修会の開催回数
　　　　平成28年度　　　　 8回
　　　　平成29年度　　　  11回
　　　　平成30年度　　　　13回
目標：　令和元～2年度　 各10回

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

今年度の開催目標である10回を上回り、現在13回開催。今後4回の開催を予定。
たすけあい活動、見守り活動、サロン活動の内容について、地域で研修会や話し
合いを行い、「地域での支えあいの必要性」の理解につながった。

支えあい研修会は市内42地区のうち、8地区において未開催の状況。
地域の課題を見つめ、支えあう体制を作るためにも、そのための話し合いの場や
研修会が実施できるよう、地区に働きかけていく。

目標を達成し、支え合いの必要性の理解につながった。

第５章　介護予防・生きがいづくりの推進

２　生活支援サービスの充実

高齢者の一人暮らしや高齢者夫婦のみの世帯が増加傾向にある中、生活支援の体
制づくりなど住民がお互い支え合うことのできる地域づくりを推進したか評価す
る。

達　成　状　況   (昨年度 4)

目標を大きく上回り、支え合いの必要性の理解につながった。

目標を概ね達成した。

目標の半数は達成した。

目標を大きく下回った。
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指標番号 9 成果指標
支え合いの必要性の普及啓発の取組により、住民主
体の地域の課題と解決策を検討する場や支え合いの
組織づくりを検討する場につながったか。

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

50％以上～70％未満の地区で、検討する場や支え合いの組織づくりにつながっ
た。

達　成　状　況   (昨年度 3)

70％以上の地区で、検討する場や支え合いの組織づくりにつながった。

地区内で支えあいの必要性の話し合いができていない地区が4地区ある。全地区
で生活支援の体制が取れるように、地区の状況に応じて、ワークショップや、支
えあい会議の実施、支えあいの組織づくりに向けて働きかけを行っていく。

今年度は、新たに3地区で地域の支えあい組織が設立された。
市内42地区のうち、地縁団体を含む生活支援団体・組織がある地区は15地区
(35％)、支えあいの組織づくりに向けて検討を行っている地区が1地区ある。

30％以上～50％未満の地区で、検討する場や支え合いの組織づくりにつながっ
た。

10％以上～30％未満の地区で、検討する場や支え合いの組織づくりにつながっ
た。

検討する場や支え合いの組織づくりにつながらなかった。
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 10 成果指標

高齢者の就労状況、高齢者クラブや生涯学習講座、
ボランティア活動などへの参加状況を把握し、関係
機関等との情報共有が図られているか。

実績：平成29年度　3回
      平成30年度　3回

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応
生涯現役促進協議会の事業がスタートし、協議会構成団体の一員として事業に参
画しつつ、今後も関係団体との情報共有を行っていく。生涯学習講座等について
は情報共有が十分でないため、庁内の他課との連携を検討する。

高齢者の就労については、関係団体の協力も得て今年度から生涯現役促進協議会
の事業を開始した。アンケート調査などを行い、結果を共有しながら事業の展開
に繋げている。また、シルバー人材センターの就労状況や高齢者クラブによるボ
ランティア活動など状況を把握し共有した。

状況を把握したが、年２回以下の情報共有の機会しか設けなかった。

第５章　介護予防・生きがいづくりの推進

３　高齢者の社会参加と生きがいづくり

高齢化が一層進む中、高齢者の社会参加による労働力確保や生きがいづくりが重
要であり、行政の立場からの関わり方を検証する。

達　成　状　況   (昨年度 3)

状況を把握し、年６回以上の情報共有の機会を設けた。

状況を把握し、年３～５回の情報共有の機会を設けた。
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 11 成果指標

在宅医療や介護に関する普及啓発の取組を行ってい
るか。
実績：在宅医療座談会の開催回数
　　　　平成27年度　　　　5回
　　　　平成28年度　　　 21回
　　　　平成29年度 　　　12回
　　　　平成30年度　 　　12回
目標：　令和元～2年度  各20回

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 12 成果指標

切れ目のない在宅医療と介護サービスの提供体制を
構築していくため、充実に向けた支援を検討してい
るか。

参考：平成29年度 平田地域課題検討開始

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

目標を概ね達成し、在宅医療や介護についての住民の理解につながった。

目標を概ね達成した。

目標の半数は達成した。

目標を大きく下回った。

達　成　状　況   (昨年度 5)

現在の座談会参加者の多くは高齢者であり、今後は自治協会などを通じてより若
い世代にも働きかける。

第６章　安心して暮らせるまちづくり

１　在宅医療・介護の連携

急速に高齢化が進展する中、医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域で安
心して暮らすことができるよう、医療や介護が包括的に提供される体制の整備に
向けた取組を行っているか評価する。

達　成　状　況   (昨年度 2)

目標を大きく上回り、在宅医療や介護についての住民の理解につながった。

今後も出雲保健所など関係機関と連携しながら検討を実施し、できることから解
決に向け、取り組みを進める。

老人保健施設の役割についての理解や老人保健施設退所後の受入れ先の問題、救
急要請をめぐる課題などについて、関係者と協議の場もち、今後の方策を話し
合った。

令和2年1月末時点で、地区の自治協会、高齢者クラブ、高齢者サロン等を対象に
35回の在宅医療座談会を開催予定。内容は「介護保険の利用の仕方について」、
「終活支援」についてが多く各3割を占めた。アドバンスケアプランニングにつ
いてもあんしんノートも活用して具体的な理解を図っている。

地域で課題の検討がなされなかった。

地域で課題が検討され、解決策を講じている地域がある。

地域で課題の解決に向け、提供体制の整備が進んだ。
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 13 成果指標

認知症サポーターを養成し、認知症の正しい理解に
向けた普及啓発が行われているか。

実績：認知症サポーター養成数
　　　　平成29年度　　　　2,062人
        平成30年度　　　  2,384人
目標：　平成30～32年度　各2,000人

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 14 成果指標

認知症サポーター養成講座のステップアップとし
て、地域住民や企業等が認知症の方やその家族を支
援するボランティアを養成しているか。

実績：オレンジサポーター養成数
　　　　平成29年度　　　　　　 1団体
        平成30年度 　　　　　　2団体
目標：　平成30～31年度　各年度 2団体
　　　　令和2年度 　　　　　　 4団体

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

第６章　安心して暮らせるまちづくり

２　認知症ケアの推進

認知症の正しい理解に向けた啓発活動や地域で認知症の人やその家族を支える取
組が行われているか評価する。

達　成　状　況   (昨年度 4)

目標を大きく上回った。

目標を達成した。

今年度から新たに認知症コーディネーターと共に企業等を訪問し、営業活動を
行った。開催件数は、前年より上回る見込みであるが、1回あたりの受講者が少
なく、サポーターの養成数は減少した。
  令和2年1月15日 現在 サポーター養成数 1,253人、開催回数59回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成30年度 開催回数71回

今後、学校や大手企業等、サポーターが多く確保できる団体へ働きかけを行う。

地域住民団体によるサポーターの養成を推進していく必要がある。
次年度は、地域住民によるサポーターを発掘するコーディネーターを配置してい
く。

目標を上回った。

今年度から新たに認知症コーディネーターと共に企業等を訪問し、営業活動を
行ったことで5団体（企業版4・地域版１）のサポーターが誕生する見込みであ
る。次年度は、目標数を2団体から4団体に変更する。

目標を下回った。

目標を概ね達成した。

目標の半数は達成した。

目標を大きく下回った。

達　成　状　況   (昨年度 3)

目標を大きく上回ったほか、認知症の方等の支援が取り組まれている。
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 15 成果指標

高齢者虐待についての状況把握や関係機関との情報
共有の機会を設けているか。

実績：平成29年度　3回
      平成30年度　3回

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 16 成果指標

成年後見制度について、様々な機会を通じて住民等
への周知啓発を行ったか。

実績：平成29年度　2回
      平成30年度　5回

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応 制度利用が必要な方の関係者に情報が届くように、今後も啓発を行っていく。

年３～５回の情報共有の機会を設けた。

第６章　安心して暮らせるまちづくり

３　高齢者の権利擁護

近年、高齢者虐待のケースや認知症高齢者は増加傾向にあり、親族からの支援を
受けられず高齢者の人権が侵害されているケースが見られるため、高齢者虐待の
実態把握や関係機関との情報共有、成年後見制度等について周知啓発の実施状況
を検証する。

達　成　状　況   (昨年度 3)

年６回以上の情報共有の機会を設けた。

社協だよりへの掲載や地域での各種会合での説明会（社協への委託事業）や、人
権擁護委員の研修会などで折にふれて周知できた。成年後見センターへの相談件
数も多数あり、一定の効果があると考える。

年２回以下の情報共有の機会しか設けなかった。

達　成　状　況   (昨年度 3)

年６回以上の啓発活動を行った。

年３～５回の啓発活動を行った。

年２回以下の啓発活動しか行っていない。

前年の虐待の実態について把握し、人権擁護委員の研修会や警察署との連絡会な
どでの情報共有を行った。複合的な問題を抱えるケースについても関係機関等で
情報を共有しながら対応した。

個別ケースの対応については、関係者との連携が重要であるため、今後も細やか
な情報共有ができるように努めていく。
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 17 成果指標
地域密着型サービスの基盤整備を計画的に進めてい
るか。（認知症対応型共同生活介護108床、
定期巡回・随時対応型訪問介護看護１か所）

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

計画どおりの必要数を整備（事業者選定）することができなかった。

公募により第７期計画どおりの必要数を整備（事業者選定）することができた。
【整備年度】
2018年度：認知症対応型共同生活介護18床（2事業者）
2019年度：認知症対応型共同生活介護63床（4事業所）、定期巡回１か所
2020年度：認知症対応型共同生活介護27床（2事業者）
※当初、2019年度整備予定の１事業所（18床）が2020年度整備に変更予定。
【開設圏域】
・認知症対応型共同生活介護（事業者数）
　　第二１、浜山１、河南２、湖陵１、大社１、斐川東２

第7期期間中に認知症対応型共同生活介護を108床の整備を進めている中で、事業
廃止を決定（検討）する事業所もある。次期計画において整備の要否を含めて検
討する。

第７章　介護サービス基盤の整備

２　介護サービスの基盤整備目標

第７期計画中に介護サービスの基盤整備を計画的に進め、必要数を整備（事業者
選定）することができているかを検証する。

達　成　状　況 （昨年度３）

計画どおりの必要数を年次的に各圏域にバランスよく整備（事業者選定）するこ
とができた。

計画どおりの必要数を整備（事業者選定）することができた。
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 18 成果指標
介護人材の確保・定着に向けた取組について、介護
現場が望む効果的な取組となっているか。

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 19 成果指標

介護人材の確保・定着に向けた取組により、介護人
材の就業及び定着が図られたか。

介護職員充足率の増
　　（介護職員充足率＝充足数／新規求人数）
実績：　2017年度　14.7％
目標：　2018年度　16％程度
　　　　2019年度　18％程度
　　　　2020年度　20％程度

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

目標数値を上回った

第７章　介護サービス基盤の整備

３　介護人材の確保・定着

介護人材の確保・定着に向けた取組が、介護のイメージアップや介護人材の確
保・定着につながるものとなっているかを検証する。

達　成　状　況　（昨年度３）

「介護人材の確保・定着に係るプロジェクト会議」の意見を反映し、かつ関係機
関や介護保険サービス事業者等の多くの意見を反映した取組みができた。

「介護人材の確保・定着に係るプロジェクト会議」の意見を反映した取組みがで
きた。

「介護人材の確保・定着に係るプロジェクト会議」を開催したが、介護現場が望
む取組にならなかった。

介護人材の確保・定着に係るプロジェクト会議を２回開催し、委員の意見を反映
させた取組を行った。

本年度は、次年度の施策を検討するため、市内事業所向けに介護人材確保・定着
に係る施策に関するアンケート調査を実施し、事業所の意見を反映させた施策を
実施する予定である。

達　成　状　況　（昨年度４）

目標数値を相当程度上回った（目標数値の１割増）

目標数値を上回ることはなかったものの相当程度達成した（目標数値の８割程
度）

目標数値を上回ることはなかったものの昨年度よりも改善した

効果はなかった（昨年度よりも悪化した）

介護職員の充足率
2018年度：16.1%（充足者数231人／新規求人数1,431人）
2019年度：14.7%（充足者数141人／新規求人数960人）
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指標番号 20 成果指標

ホームページ「IZUMO KAIGO LIVE」による情報発信
が介護のイメージアップに向けて活用されている
か。

アクセス件数（ページビュー数）の増
目標：　2018年度　40,000件
　　　　2019年度　45,000件
　　　　2020年度　50,000件

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

アクセス数
2018年度：43,497件（更新記事：インタビュー11件、座談会1件、動画1件）
2019年度：36,900件（更新記事：インタビュー６件、各種研修会案内等）
※2019年度アクセス数は、2020年1月末時点。本年度末までに高校生、専門学校
学生のインタビュー記事を掲載予定。

ホームページのうち最もアクセスの多い「応援メッセージ（事業所情報の掲
載）」の掲載事業所数を増加させるため、引き続き積極的に働きかけを行う。

達　成　状　況　（昨年度４）

目標数値を相当程度上回った（目標数値の２割増）

目標数値を上回った

目標数値を上回ることはなかったものの相当程度達成した（目標数値の８割程
度）

目標数値を上回ることはなかったものの事業開始前よりも改善した

効果はなかった（本事業開始前よりも悪化した）
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 21 成果指標
所管する介護サービス事業所について、指定期間中
に1回(16.6％)以上の割合で実地指導を実施している
か。

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 22 成果指標
地域密着型サービスの改善及び質の向上を目的とし
た第三者評価（外部評価）を、国の基準どおり実施
しているか。

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

達　成　状　況　（昨年度３）

第７章　介護サービス基盤の整備

４　介護サービスの質の確保と適正化

介護サービス事業所への指導や第三者評価等が所定の頻度で実施されているかを
評価することにより、介護サービスの質の確保と適正化が図られているか検証す
る。

達　成　状　況　（昨年度３）

16.6％を超える割合で実施している。

16.6％の割合で実施している。

13.3％以上16.6％未満の割合（目標値の80～100％）で実施している。

8.3％以上13.3％未満の割合（目標値の50～80％）で実施している。

8.3％未満の割合（目標値の50％未満）で実施している。

実地指導の実施割合
2018年度：15.8%（25／158事業所）
2019年度：20.1%（33／164事業所）
※事業所数は各年度当初時点の数

次年度は、本年度以上の割合で実地指導を実施予定。

100％の割合で実施している。

80％以上100％未満の割合で実施している。

80％未満の割合で実施している。

第三者評価（外部評価）を94.8％の割合で実施（38／40事業所）
外部評価　グループホーム18／20事業所
第三者評価（看護）小規模多機能型居宅介護19／19事業所、定期巡回 1／1事業
所

1法人2事業所が実施していないため、引き続き指導する。
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指標番号 23 成果指標

地域密着型サービス事業所において、利用者・家
族、地域住民代表、地域包括支援センター、市が参
加する運営推進会議が、国の基準どおり開催されて
いるか。

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

指標番号 24 成果指標
介護相談員の派遣が定期的（2～4か月間隔）に実施
されているか。

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

ほとんどの対象事業者が50％未満の割合で開催している。

達　成　状　況　（昨年度３）

全事業者が100％の割合で開催している。

ほとんどの対象事業者が100％の割合で開催している。

ほとんどの対象事業者が80％以上100％未満の割合で開催している。

ほとんどの対象事業者が50％以上80％未満の割合で開催している。

派遣施設等において50％以上80％未満の割合で実施している。

派遣施設等において50％未満の割合で実施している。

派遣施設等において99％の割合で実施（332／334）

介護相談員の受入れを希望しない事業所が３事業所（新規整備以外）あり、これ
らの事業所に対し介護相談員の受入れを打診する。

運営推進会議の開催について、94％の対象事業所が国の基準どおりに開催してい
る（106／112事業所）

全ての事業所が、国の基準どおりに運営推進会議を開催するよう指導する。

達　成　状　況　（昨年度４）

全ての施設等において100％の割合で実施している。

派遣施設等において100％の割合で実施している。

派遣施設等において80％以上100％未満の割合で実施している。
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指標番号 25 成果指標
ケアプラン点検、医療情報との突合等、介護給付の
適正化、不適切な介護報酬請求防止に取り組んでい
るか。

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

本年度から居宅介護支援事業所の実地指導に併せて「ケアプラン点検支援マニュ
アル」を基に対象ケースについて整合性の点検を行っているが、介護支援専門員
の資格を持たない市職員が行うには限界があり、より正確なケアプラン点検を行
うには専門的な知識や経験等を有する者が必要である。そのため、次年度から主
任介護支援専門員を本課に配置する予定であり、介護給付費の適正化や介護サー
ビスの質の向上を図っていく。

達　成　状　況　（昨年度３）

新たな取組等、第6期以上の取組を実施した。

第6期と同等の取組を実施した。

第6期並みの取組が実施できなかった。

引き続き、給付適正化嘱託員を雇用し、介護給付費の適正化や不適切な介護報酬
請求防止に取り組んだ。また、未実施であったケアプラン点検を本年度から居宅
介護支援事業所の実地指導に併せて実施した。
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大項目 第７章　介護サービス基盤の整備

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 26 成果指標

老老介護支援事業、居宅サービス費区分支給限度基
準額拡大事業、認知症グループホーム利用者負担軽
減事業等の独自サービスについて、住民周知に取り
組んだか。

評価段階

5

3

1

現状と成果

課題と対応

市独自サービスについては、市ホームページや広報紙等への掲載により周知を
行っている。また、ケアマネジャーに対しても制度周知を徹底しており、制度対
象者への確実な周知が行えた。

５　出雲市独自のサービス

独自サービス内容が住民に周知されたか、その取組方法により評価する。

達　成　状　況　（昨年度３）

広報等により広く市民に周知したほか、制度対象者を把握し、確実な周知を行っ
た。

制度対象者に対してのみ周知を行った。

広報等による市民周知のみ行った。
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第７期計画に係る成果指標の一部見直しについて 

 

 

１．成果指標設定の目的 

本市では、第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画を着実に進めていく 

ため、毎年度、成果指標を設定し、ＰＤＣＡサイクルによる進捗管理を行い

ます。 

介護保険運営協議会及び各部会において、計画に基づく施策の実施状況を点

検・評価し、その結果を公表するとともに、取組の改善を図っていきます。 

 

 

２．成果指標の一部見直しについて 

成果指標については、昨年度設定した成果指標をベースに別紙のとおり修正

等を行う。 

  ・指標の修正（指標番号 13） 令和 2年度～ 

 

 

３．今後のスケジュール 

  令和２年５月 令和元年度の評価の確定（令和 2年度 第 1回介護保険運営

協議会） 
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大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 13 成果指標

認知症サポーターを養成し、認知症の正しい理解に向けた普及啓発が
行われているか。

実績：認知症サポーター養成数
　　　　平成29年度　　　　2,062人
        平成30年度　　　  2,384人
目標：　平成30～32年度　各2,000人

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

大項目

中項目

指標設定の
ポイント

指標番号 13 成果指標

認知症サポーターを養成し、認知症の正しい理解に向けた普及啓発が
行われているか。

実績：認知症サポーター養成数
　　　平成29年度 2,062人 平成30年度 2,384人
目標：平成30～32年度　各2,000人

実績：認知症サポーター養成講座の開催回数
　　　平成29年度 68回　平成30年度 71回
　　　令和元年度 75回（見込）
目標：令和 2年度 75回

評価段階

5

4

3

2

1

現状と成果

課題と対応

第６章　安心して暮らせるまちづくり

２　認知症ケアの推進

認知症の正しい理解に向けた啓発活動や地域で認知症の人やその家族を支える取組が行われているか
評価する。

達　成　状　況   

サポーター養成数および養成講座の開催回数ともに大きく目標を上回った。

サポーター養成数および養成講座の開催回数ともに目標を上回った。

サポーター養成数若しくは養成講座の開催回数の目標は概ね達成した。

サポーター養成数および養成講座の開催回数ともに目標の半数は達成した。

サポーター養成数および養成講座の開催回数ともに目標を大きく下回った。

目標を上回った。

平成３０年度～平成３１年度

令和２年度

第６章　安心して暮らせるまちづくり

２　認知症ケアの推進

認知症の正しい理解に向けた啓発活動や地域で認知症の人やその家族を支える取組が行われているか
評価する。

達　成　状　況   

目標を大きく上回った。

目標を概ね達成した。

目標の半数は達成した。

目標を大きく下回った。
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大項目

(1) わが国の社会状況
(2) 出雲市の社会状況

2 計画の目的

(1) 介護保険法に基づく法定計画
(2) 市の行政計画
(3) 市民との協働計画

4 計画期間等
5 計画の策定経過

(1) 人口の推移
(2) 世帯の状況
(3) 要支援・要介護認定者の推移（第１号被保険者）
(1) 人口の推計
(2) 要支援・要介護認定者の推計（第１号被保険者）
(1) 介護サービス利用状況
(2) 介護給付費の状況
(3) 介護給付費の推移
(4) 介護サービス基盤の整備
(5) 地域支援事業
(6) 高齢者福祉事業

1 計画の目標及び行動指針 　　⇒保険者機能の強化を含める

(1) 地域包括ケアシステムの実現            　　　 　☛第４章
(2) 健康寿命の延伸、生きがいづくりの推進　　　 ☛第５章
(3) 安心して暮らせるまちづくり　　　　　　       　　 ☛第６章
(4) 介護サービス基盤の整備　　　　　　　　　     　 ☛第７章
(1) 地域包括ケアシステムの概念
(2) 地域包括ケアの取り組みの方向性
(3) 地域包括ケアシステムの構築
(1) 出雲市における地域ケア会議のあり方
(2) 関係機関・関係者との連携
(1) 配置及び体制
(2) 強化すべき機能
(1) 健康づくり・介護予防に向けた取り組み　（旧：総合事業の取組）

(2) 自立支援に向けた介護予防事業

(1) 助け合いや支え合いの普及啓発

(2) ネットワークの推進

(3) 生活支援サービスの体制整備

(1) 高齢者の就業
(2) 生涯学習、生涯スポーツ、レクリエーション
(3) 世代間交流
(4) ボランティア活動
(1) 在宅医療・介護に関する普及啓発　

　（旧：かかりつけ医や在宅医療・介護に関する普及啓発）
(2) 顔が見える関係からわかる関係へ　（旧：顔が見える関係の構築）
(3) 医療・介護関係者向け相談支援
(4) 連携を推進する体制
(1) 認知症に対する正しい理解の普及と認知症の人等を支援する取り組み

　（旧：認知症に対する正しい理解の普及）
(2) 認知症予防に対する取り組み　（新規）
(3) 早期発見・早期診断等の取り組み
(4) 認知症支援ネットワークの推進
(5) 認知症ケアの推進体制
(1) 高齢者虐待の防止及び虐待事例への対応
(2) 個人情報の保護
(3) 消費者被害の防止
(4) 相談、苦情等の受付と対応
(5) 成年後見制度の活用

4 安心できる住まい 高齢者向け住まいの在り方

(1) 居宅介護サービス（介護予防サービスを含む）
(2) 地域密着型サービス（介護予防地域密着型サービスを含む）
(3) 介護保険施設サービス
(4) 介護予防・生活支援サービス事業
(1) 介護保険施設
(2) 居住系サービス
(3) 地域密着型サービス
(1) 出雲市独自の取組
(2) 国の制度
(3) 島根県との連携
(1) 第三者評価（外部評価）の実施
(2) 運営推進会議の推進
(3) 介護相談員派遣事業
(4) 事故発生時の連絡・報告体制
(5) 介護給付の適正化に向けた取組
(6) 自立支援、重度化防止に向けた取組
(1) 老老介護支援事業
(2) 居宅サービス費区分支給限度基準額拡大事業
(3) 認知症グループホーム利用者負担軽減事業
(4) 小規模多機能型居宅介護の独自報酬
(1) 介護保険給付費の見込み
(2) 地域支援事業費の見込み
(3) 市町村特別給付費の見込み
(4) 保健福祉事業費の見込み

2 介護保険料

（旧：第７期計画）

資料編      ●第８期計画新規掲載　　〇第７期計画修正掲載

第
８
章

介護保険事業費の見込み 1

1

事業費の見込み

全
　
体
　
会第

９
章

計画の円滑な推進のために

介
　
護
　
給
　
付
　
部
　
会

2 介護サービスの基盤整備目標

3 介護人材の確保・定着に係る施策の推進
（旧：介護人材の確保・定着）

4 介護サービスの質の確保と適正化

5 出雲市独自のサービス

計画の進捗管理体制

第
５
章

健康寿命の延伸、生きがいづくりの
推進

3 高齢者の権利擁護

第
７
章

介護サービス基盤の整備 1 サービス種類別事業費の推計

第
６
章

安心して暮らせるまちづくり 1 在宅医療・介護の連携

2 認知症ケアの推進

計画の基本的な考え方

2 具体的な行動目標

地
　
域
　
支
　
援
　
部
　
会

2 地域ケア会議の推進

3 高齢者あんしん支援センターの機能強化

1 健康づくり・介護予防の推進
（旧：総合事業の取組）

2 生活支援サービスの充実

（旧：介護予防・生きがいづくりの推
進）

3 高齢者の社会参加と生きがいづくり

第
４
章

地域包括ケアシステムの実現 1 出雲市の地域包括ケア

全
　
体
　
会

3 計画の位置づけ

第
２
章

高齢者を取り巻く現状 1 高齢者人口等の推移

2 高齢者人口等の将来推計

3 介護保険事業等の現状

第
３
章

第８期出雲市高齢者福祉計画・介護保険事業計画骨子(案）について

中項目 小項目

第
１
章

計画策定にあたって 1 社会背景

資料２

〇高齢者の地区別状況 〇日常生活圏域の設定 〇日常生活圏域別高齢者数 〇2025・2040年度将来推計 （旧：2025年度将来推計）

●在宅医療・介護連携推進基本方針 ●認知症ケア推進実施計画 ●介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 ●在宅介護実態調査

●介護人材確保・定着に係る施策に関するアンケート調査 ●居宅介護支援事業所アンケート調査 ●（参考）第７期計画に係る成果指標

〇用語解説 〇介護保険運営協議会、各部会開催状況 〇出雲市介護保険運営協議会、各部会委員名簿 〇出雲市介護保険条例（抜粋）



第８期出雲市高齢者福祉計画・介護保険事業計画骨子（案） 【資料２別冊】 

 

第８期計画に関する基本指針及び 

介護保険制度に関する国の動き等 

 

 

次の会議資料から抜粋 

 

〇社会保障審議会 介護保険部会（厚生労働省） 

      第９０回（令和２年２月２１日開催） 

 

         基本指針について 

   

         介護保険制度の見直しに関する参考資料 

             （参考）介護保険制度改正の全体像 

 

 

 

〇社会保障審議会 介護保険部会（厚生労働省） 

      第８９回（令和元年１２月２７日開催） 

   

         介護保険制度の見直しに関する意見（案）（概要） 



-1-



-2-



-3-



-4-



-5-



-6-



-7-



-8-



-9-



-10-



-11-



-12-



-13-



-14-



-15-



-16-



-17-



報告事項 
 

（１）出雲市在宅医療・介護連携推進に係る基

本計画の策定について        （資料３） 

 

（２）出雲市認知症ケア推進実施計画について 

                       （資料４） 

 

（３）高齢者の保健事業と介護予防の一体的な

実施について                (資料５) 

 

（４）令和２年度介護人材の確保・定着に向けた

事業計画（案）について        （資料６） 

 

（５）第８期計画策定に向けた今後のスケジュー

ル（案）について                （資料７） 

 



出
雲
市
在
宅
医
療
・介

護
連
携
推
進
基
本
方
針
（案

）
等
の
策
定
概
要

○
市
が
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
の
実
施
主
体
と
な
り
4年

が
経
過
し
た
。
H
29
.
7に

策
定
し
た
在
宅
医
療
と
介
護
連
携
の
た
め

の
指
針
に
基
づ
き
、
国
が
示
す
8つ

の
事
業
項
目
に
ひ
と
と
お
り
着
手
し
、
事
業
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
と
こ
ろ
。

○
今
後
は
20
2
5年

を
目
前
に
控
え
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
着
手
・
実
行
の
段
階
か
ら
連
携
深
化
の
段
階
へ
進
む
に
あ
た
り
、
目
指
す
方
向

性
を
よ
り
明
確
化
し
、
関
係
者
が
共
有
す
る
こ
と
で
、
相
互
が
有
機
的
に
連
携
す
る
こ
と
を
目
的
に
基
本
方
針
を
策
定
し
、
基
本
方
針

を
踏
ま
え
た
計
画
を
策
定
す
る
。

背
景
と
目
的

【
趣
旨
】

医
療
介
護
関
係
者
等
が
在
宅
医
療
に
対
す
る
課
題
や
意
識

等
を
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
H2
9.
7に

策
定

【
内
容
】

○
総
論
的
方
向
性

・
出
雲
保
健
所
や
関
係
団
体
が
行
っ
て
き
た
取
組
を
承
継

・
先
進
事
例
、
国
・
県
等
か
ら
の
情
報
を
踏
ま
え
た
取
組

を
実
施

・
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
市
民
の
理
解
を
深
め
る
普

及
啓
発
に
取
り
組
む

・
介
護
予
防
や
認
知
症
施
策
等
の
施
策
間
連
携
を
図
る

○
各
論
的
方
向
性

国
が
示
す
(ア
)～
(ク
)の
8つ

の
事
業
項
目
ご
と
に

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
の
取
組
を
示
す

在
宅
医
療
と
介
護
連
携
の
た
め
の
指
針
（
H
2
9
.7
）

○
関
係
者
間
で
方
向
性
を
共
有
し
や
す
い
よ
う
「
実
現
を
目

指
す
高
齢
者
の
姿
」
と
し
て
、
あ
る
べ
き
状
態
像
を
明
確
化

○
目
指
す
姿
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
の
柱
を
定
め
る

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
基
本
方
針
（
案
）

【
策
定
の
進
め
方
】

○
取
組
の
見
え
る
化

・
基
本
方
針
で
定
め
た
取
組
の
柱
に
沿
っ
て
、
各
団
体
・
機

関
が
実
施
し
て
い
る
取
組
を
調
査
・
集
約

・
療
養
の
場
面
等
に
分
類
・
整
理

○
進
捗
確
認
に
よ
る
PD
CA
サ
イ
ク
ル
構
築

・
取
組
内
容
に
応
じ
た
指
標
を
設
定
し
、
そ
の
取
組
の
効
果

や
進
捗
を
確
認

（
例
：
高
齢
者
の
在
宅
療
養
率
、
AC
Pの

実
施
率
等
）

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
基
本
計
画
（
案
）

資
料
3
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出雲市在宅医療・介護連携推進基本方針（案） 

 

 

 

 

 

 

1. 基本方針策定の目的 

地域包括ケアシステム構築に必要不可欠な在宅医療と介護の連携を推進するためには、行政のみ

ならず、多くの医療・介護専門職・機関の理解と協力が不可欠である。 

ひとくちに在宅医療と介護の連携といえど、様々な場面（入退院、在宅、看取り等）や多くの専門

職・機関が関わることから、在宅医療と介護に携わる関係者が基本的な方針や目指すべき姿を共有す

ることにより、相互が有機的に連携することで、在宅医療と介護の質の向上を図る。 

 

2. 基本方針の位置付け 

本基本方針は、平成 29年 7月に策定した「在宅医療と介護連携のための指針」の策定趣旨を引き

継ぎ、それに代わるものとして、団塊の世代が 75歳を迎える 2025 年を目途に、目指すべき姿を明

確化し、それを関係者で共有・実現するための事業実施の方向性を表すものである。 

行政はもとより、在宅医療と介護に関わる専門職・関係機関におかれても、本方針に沿った事業を

実施していただけるよう、その基本方針を定め、市全体で一体となって目指す姿の実現のために在宅

医療と介護の連携が推進されるよう合意形成を図るものである。 

 

 

3. 目指す姿実現のための在宅医療・介護連携取組の柱 

具体的な目指す姿 取組の柱 

高齢者が医療・介護が必要になったときに望む暮

らしを予め考え、家族や医療・介護関係者と話し

合う機会を持っている。 

柱 1 高齢者とその家族が在宅医療や介護について

考える機会の提供（啓発）及び医療・介護専門

職と共有する仕組み構築 

心身の状態に応じて、その機能の維持・改善のた

めの必要な支援や、日常生活を営むのに必要なサ

ービスを適切に利用できる。 

柱 2-1 医療・介護サービス等の適切な情報提供 

柱 2-2 在宅医療・介護サービスを提供する事業所

の充実・人材の確保 

柱 2-3 医療・介護専門職の人材育成とスキルアッ

プのための多様な機関による研修機会の提供 

在宅療養高齢者の急変時に必要な医療・介護サー

ビスの提供体制が整っている。（看取りを含む） 

柱 3 高齢者本人やその家族の状況に応じた 24 時

間対応可能な体制構築 

 

高齢者一人ひとりが、自らの意思で自身の生き方を選択し、人生の最終段階まで尊厳を保ちな

がら、心身の状態に応じて可能な限り住み慣れた地域であんしんして日常生活を営んでいる。 

実現を目指す高齢者の姿 
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出雲市在宅医療・介護連携推進基本計画策定の進め方（案） 

 

1. 取組の見える化と進捗確認 

基本方針の具体的な目指す姿と取組の柱に応じて、各職能団体で実施している事業内容の報告を

依頼。市が分野毎などに整理・取りまとめ、取組内容を見える化することで、更なる連携を促し、取

組の高度化・効率化を図る。 

取組内容取りまとめ後は、高齢者の在宅療養率などの客観的指標を設定し、取組の進捗確認を行

う。 

（設定指標例）要介護度 3以上の者の在宅療養率、ACPの実施率、年齢別認定率、 

市民の医療・介護に関する満足度 等 

（取組整理・取りまとめのイメージ／出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング） 

 

 

 

2. 2025年以降の取組について 

本基本方針は、団塊の世代が 75歳を迎える 2025年を目途にしているが、市内の高齢化率は 2040

年まで上昇し続ける見込みである。上昇し続ける高齢化率の背景は、高齢者数は横ばいで推移する

が、後期高齢者の割合が増え、生産年齢人口が減ることによるものである。それはすなわち医療・介

護ニーズはより高まり、労働力不足が今より深刻化することを意味する。 

そのため、2025年を目途にしながらも、2040年を見据えながら中長期的に取組を検証・検討しな

がら適宜方針や取組内容を更新していくこととする。 
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出
雲
市
認
知
症
ケ
ア
推
進
実
施
計
画
（案
）

令
和
２
年
３
月

～
認
知
症
に
な
っ
て
も
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～資
料
４
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認
知
症
ケ
ア
推
進
に
向
け
た
取
組
は
、
国
の
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
第
７
期
出
雲
市
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
掲
げ
た
３
本
の
柱
に
加

え
、
令
和
元
年
6月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
認
知
症
施
策

推
進
大
綱
を
踏
ま
え
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
実
施
計
画
は
、
認
知
症
ケ
ア
推
進
の
取
組
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
施
主

体
及
び
関
係
者
と
の
連
携
・
協
調
関
係
を
明
確
に
し
、

よ
り
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
実
施
計
画
は
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

実
施
計
画
の
策
定
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認
知
症
ケ
ア
推
進
に
向
け
て
の
取
組

（
２
）
早
期
発
見
・早
期

診
断
等
へ
取
組

（
３
）
認
知
症
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
推
進

（
４
）
認
知
症
予
防
に

資
す
る
取
組
の
推
進

（
１
）
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
理
解
の
普
及

③
認
知
症
ケ
ア
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

②
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会
へ

の
支
援

①
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成

①
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
の

活
動

②
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
の
活
用

③
若
年
性
認
知
症

に
対
す
る
支
援

④
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
と
の
連
携

①
認
知
症
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
等
の
養
成

③
小
地
域
単
位
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

④
認
知
症
カ
フ
ェ
の

推
進

①
「
通
い
の
場
」
の

立
ち
上
げ
支
援

②
「
通
い
の
場
」
の

運
営
支
援
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重
点
項
目

現
状
・
課
題

効
果

２
０
２
５
年
に
向
け
て

将
来
像
・
展
望

認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

目
標
の
サ
ポ
ー
タ
ー
数
は

養
成
し
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
動

き
と
な
っ
て
い
な
い
。

・
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
普

及
に
繋
が
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
。

地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
の
方
の
困
り
ご
と
に

対
応
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
構
築

す
る
。

認
知
症
ケ
ア

パ
ス

ケ
ア
パ
ス
の
普
及
が
不
十

分
で
あ
る
。

広
く
地
域
住
民
に
周
知
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

認
知
症
に
つ
い
て
、
相
談
先
や
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
の
か
等
、

広
く
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
知
症
の
当
事
者
や
そ
の
家

族
に
認
知
症
に
対
す
る
適
切
な

対
応
・
家
族
支
援
が
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
。

認
知
症
オ
レ
ン

ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

現
状
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
１
０

団
体
（
２
６
２
名
）
。
引
き
続

き
団
体
を
養
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
。

地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
の
方
の
困
り
ご
と
に

対
応
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
構
築

す
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ

現
在
、
市
内
で
５
箇
所
。
身

近
な
場
所
で
相
談
で
き
る

体
制
で
は
な
い
。

身
近
な
場
所
で
認
知
症
に
関
す
る
悩

み
ご
と
や
相
談
が
行
え
る
。

各
地
域
（
旧
市
町
）
に
カ
フ
ェ
を

設
置
し
、
身
近
な
場
所
で
悩
み

ご
と
や
相
談
が
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
。

認
知
症
予
防

の
推
進

週
１
回
以
上
、
認
知
症
予
防

に
取
り
組
む
「
通
い
の
場
」

が
少
な
い
。

認
知
症
予
防
に
繋
が
り
、
認
知
症
の

発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
進
行
を
緩
や
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

週
１
回
以
上
、
開
催
す
る
「
通
い

の
場
」
を
推
進
す
る
。
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
推
進

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
発
掘
の
場

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

各
地
域
で
認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営

認
知
症
の
人
や
家
族
の
集
い
の
場

早
期
発
見
・早
期
診
断
に
向
け
た
取
組

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
に
な
っ
て
も
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
た
め
に
！
！

出
雲
市
の
認
知
症
ケ
ア
に
向
け
た
未
来
図

認
知
症
予
防
の
推
進
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基
本
方
針

認
知
症
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
の
取
組
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
－
と
連
携
し
、
よ
り
積
極
的
に
地
域

に
出
向
き
、
地
域
で
の
認
知
症
ケ
ア
の
推
進
に
向
け
た
促
進

を
行
い
ま
す
。

認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
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重
点
項
目
の
取
組

１
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
普
及

◎
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
普
及
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
オ
レ
ン

ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
の
発
掘
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
人
の
家
族
（介
護
者
）の
理
解
を
深
め
、
介
護
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
数
は
、
年
度
に
よ
り
増
減
が
あ
る
。

参
考
（過
去
3
年
間
の
養
成
数
）：
H
28
年
度
2,
76
4
人
、
H
29
年
度
2,
06
2人
、
H
30
年
度
2,
38
4人

Ｒ
元
年
度
1,
25
3
人
（Ｒ
2年
1月
15
日
時
点
）

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
も
認
知
症
の
人
を
支
援
す
る
活
動
に
結
び
つ
き
に
く
い
。

地
域
や
大
手
企
業
等
を
訪
問
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
を
勧
奨
し
て

い
く
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
名
を
配
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
認
知
症
の
正
し
い
理
解
の

普
及
だ
け
で
な
く
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
か
ら
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
）
を
養
成
し
て
い
く
。

実
施
状
況

今
後
の
取
組

課
題
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

（
個
人
）

話
し
相
手
、
外
出
支
援
、
カ

フ
ェ
の
支
援
等

認
知
症
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

（地
域
版
：町
内
会
等
）

見
守
り
、
声
か
け
等

認
知
症
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

（企
業
版
：会
社
や
商
店
等
）

「
認
知
症
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
認
定
制
度
」

高
齢
者
あ
ん
し
ん
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
繋
ぎ
、
見
守
り
等

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
仕
組
み
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～
出
雲
市
版
の
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
養
成
イ
メ
ー
ジ
図
～

認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

研
修
後
登
録

カ
フ
ェ
の
立
ち
上
げ
や

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

（
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
）・カ
フ
ェ
の
立
ち
上
げ
支
援
等

・ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

本
人
・
家
族

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（市
町
村
）

カ
フ
ェ

参
加

運
営
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◎
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
活
用

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
有
効
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア
マ
ネ
を
通
じ
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
支
援
に
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
く
ケ
ア
パ
ス
を
普
及
す
る
た
め
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
に
ケ
ア
パ
ス
の
設
置
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
地
区
社
協
単
位
で
普
及
啓
発
を
し
て
き
た
が
、
地
域
住
民
に
広
く
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

・引
き
続
き
、
医
療
機
関
や
ケ
ア
マ
ネ
と
連
携
し
、
ケ
ア
パ
ス
を
活
用
し
た
支
援
を
実
施
し

て
い
く
。

・シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
ケ
ア
パ
ス
設
置
箇
所
数
を
増
や
し
て
い
く
。

２
早
期
発
見
・
早
期
診
断
等
へ
の
取
組

実
施
状
況

今
後
の
普
及
と
活
用

課
題

-13-



◎
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
て
、
町
内
や
企
業
等
の
団
体
が
認
知
症

の
人
等
を
支
援
し
て
い
く
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
、
養
成
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
（
受
講
す
る
負
担

が
大
き
い
た
め
）、
企
業
等
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
実
施
し
た
。

平
成
３
１
年
２
月
時
点

５
団
体

令
和

２
年
２
月
時
点

１
０
団
体
（地

域
版
５
団
体
、
企
業
版
５
団
体
）

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
少
な
い
。

引
き
続
き
、
地
域
や
大
手
企
業
等
を
訪
問
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
勧
奨
し
て
い
く
。

≪
目
標
≫

令
和
２
年
度
か
ら
養
成
団
体
数
を
年
２
団
体
⇒
年
４
団
体
に
見
直
し

２
０
２
５
年
ま
で
に
新
た
に
２
６
団
体
養
成

３
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

実
施
状
況

今
後
の
取
組

課
題

-14-



◎
認
知
症
カ
フ
ェ
の
推
進

市
内
各
地
域
に
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
３
１
年
２
月
時
点

２
個
所

令
和

２
年
２
月
時
点

５
箇
所

〇
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
い
ず
も
（認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
：ラ
ピ
タ
縁
）

〇
ひ
か
り
カ
フ
ェ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
な
い
ろ
ネ
ッ
ト
：な
な
い
ろ
ネ
ッ
ト
事
務
所
）

〇
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
（出
雲
医
療
生
協
：在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
）

〇
ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
（
斐
川
生
協
病
院
、
「通
い
の
場
」の
参
加
者
）
令
和
元
年
１
０

月
開
設

〇
み
か
ん
の
木
（島
根
県
立
大
学
）
令
和
元
年
１
１
月
開
設

〇
出
前
カ
フ
ェ
開
催
（
大
社
）

市
内
各
地
域
で
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

〇
各
地
域
に
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
に
向
け
て
取
組
を
強
化
す
る
。

⇒
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
大
手
企
業
等
に
カ
フ
ェ
の
開
設
を
働
き
か
け
て
い
く
。

〇
出
張
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
。

⇒
認
知
症
カ
フ
ェ
が
運
営
さ
れ
て
い
な
い
地
域
等
で
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
く
。

３
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

実
施
状
況

今
後
の
取
組

課
題
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◎
「
通
い
の
場
」
の
立
ち
上
げ
支
援
・運
営
支
援

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
「通
い
の
場
」
の
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

・地
域
住
民
が
主
体
に
よ
る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
「通
い
の
場
」
の
立
ち
上

げ
支
援
や
、
認
知
症
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

・運
営
費
の
助
成
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
等
を
派
遣
し
、
運
営
を
支
援
し
て
い

る
。

平
成
３
１
年
３
月
末
時
点

「
通
い
の
場
」
２
２
５
団
体
（
う
ち
週
１
回
以
上
開
催
し
て
い
る
「通
い
の
場
」
４
７
団
体
）

週
１
回
以
上
開
催
し
て
い
る
「通
い
の
場
」が
少
な
い
。

令
和
２
年
度
か
ら
介
護
予
防
推
進
員
を
配
置
し
、
茶
話
会
サ
ロ
ン
団
体
等
に
体
操
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
、
認
知
症
予
防
を
推
進
し
て
い
く
。

４
認
知
症
予
防
に
資
す
る
取
組
の
推
進

実
施
状
況

今
後
の
取
組

課
題
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令
和
２
年
度

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

認
知
症
高
齢
者
支
援

強
化
検
討
会

【
年
2
回
】

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成

【
年
2
,0
0
0
人
】

認
知
症
ケ
ア
パ
ス

普
及

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成

【
年
４
団
体
】

認
知
症
カ
フ
ェ
推
進

【
年
1
か
所
】

認
知
症
予
防
の
推
進

介
護
事
業
所
等
へ
の
訪
問
等
に
よ
る
働
き
か
け
、
周
知

地
域
住
民
や
企
業
へ
の
働
き
か
け

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
普
及
（商
店
等
へ
設
置
）、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
活
用
し
た
支
援
（医
療
機
関
、
ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
携

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
勧
奨

及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

前
年
度
実
績
報
告

次
年
度
計
画
案

協
議

引
き
続
き
企
業
等
に
積
極
的
に
出
向
き
、
重
点
項
目
推
進
に
向
け
た
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
域
住
民
に
よ
る
認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
「通
い
の
場
」の
立
ち
上
げ
・
運
営
支
援

-17-



認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
－

出
雲
市

認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー

認
知
症

サ
ポ
ー
ト
医

認
知
症
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト

連
絡
会

島
根
県
立

大
学

高
齢
者

あ
ん
し
ん

支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
住
民

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

認
知
症
の
人

と
家
族
の
会

出
雲
市
社
会

福
祉
協
議
会

島
根
県

保
健
所

医
師
会

医
療
機
関

連
携
・
協
力

連
携
・
協
力

連
携
・
協
力

連
携
・
協
力

出
雲
市
の
認
知
症
ケ
ア
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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令
和
２
年
度

認
知
症
ケ
ア
に
向
け
た
連
携
①

取
組

関
係
機
関

内
容

認
知
症
の
正
し
い
理
解

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
連
絡
会
、
医
療

機
関
、
あ
ん
し
ん

出
前
交
流
塾
の
開
催

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師

認
知
症
の
理
解
普
及
・
啓
発

R
U
N
伴
＋
い
ず
も

R
U
N
伴
＋
い
ず
も
２
０
２
０
の
開
催

認
知
症
の
対
応
方
法

社
会
資
源
の
紹
介

サ
ポ
ー
ト
医
会
、
企
業
等

介
護
支
援
専
門
員
協
会

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
普
及

身
近
な
場
所
で
相
談
で
き
る

場
所
の
確
保

医
療
機
関
、
家
族
の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
な
い
ろ
ネ
ッ
ト
、
県
立
大
学

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営

認
知
症
予
防
の
取
組

県
立
大
学
、
保
健
所
、
あ
ん
し
ん
、

地
域
住
民

認
知
症
予
防
教
室
の
開
催
、
認
知
症

予
防
の
普
及
啓
発
、
「通
い
の
場
」
の

運
営
・
立
ち
上
げ
支
援

早
期
発
見
、
早
期
診
断

認
知
症
に
関
す
る
相
談

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
、
サ

ポ
ー
ト
医
、
医
療
機
関
、
保
健
所
、

あ
ん
し
ん

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置

相
談
業
務
、
相
談
先
の
繋
ぎ

認
知
症
高
齢
者
等
の
徘
徊

早
期
発
見

社
協
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
連
絡
会
、

地
域
住
民

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
、
模
擬
訓
練

認
知
症
施
策
の
推
進

島
根
県

認
知
症
施
策
全
般

と
も

と
も
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令
和
２
年
度

認
知
症
ケ
ア
に
向
け
た
連
携
②

令
和
２
年
度
テ
ー
マ

「
更
な
る
認
知
症
ケ
ア
に
向
け
た
関
係
機
関
の
連
携
強
化
」

依
頼
し
た
い
こ
と

連
携
し
て
行
い
た
い
こ
と

中
心
と
な
る
関
係
機
関

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
活
動

※
全
関
係
機
関

R
U
N
伴
＋
い
ず
も
の
開
催

R
U
N
伴
＋
い
ず
も

ケ
ア
パ
ス
の
活
用

サ
ポ
ー
ト
医
、
医
師
会
、
医
療
機
関
、
家
族
の
会
、

あ
ん
し
ん

カ
フ
ェ
の
開
設

カ
フ
ェ
の
運
営
支
援

家
族
の
会
、
県
立
大
学
、
医
療
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

認
知
症
予
防
の
取
組

地
域
住
民
、
県
立
大
学
、
保
健
所
、
あ
ん
し
ん

と
も

と
も
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年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

内
容

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
Ｐ
Ｒ
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
活
動

R
U
N
伴
＋
い
ず
も
の
開
催

ケ
ア
パ
ス
の
活
用

カ
フ
ェ
の
開
設
・
運
営
支
援

認
知
症
予
防
の
取
組

出
前
交
流
塾 県
立
大
学

認
知
症
予
防
教
室

県
立
大
学

産
学
官
連
携
に
よ
る
認
知
症
予
防
の
取
組

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
Ｐ
Ｒ

カ
フ
ェ
の
開
設
・運
営
支
援

医
療
機
関
、
ケ
ア
マ
ネ
と
連
携
し
、
ケ
ア
パ
ス
を
活
用

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
拠
点
へ
の
設
置出
前
交
流
塾

出
前
交
流
塾

「
通
い
の
場
」立
ち
上
げ
、
運
営
支
援

R
U
N
伴
＋
い
ず
も

（ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
）

エ
ス
ポ
ア
ー
ル
出
雲
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
も

と
も
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高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
に
つ
い
て

１
目
的

高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な
課
題
に
対
応
し
、
き
め
細
か
な
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
後
期
高
齢
者
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
の
地
域
支

援
事
業
と
国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業
と
一
体
的
に
実
施
し
て
い
く
。

２
内
容

（
１
）

集
団
指
導
（
必
須
）

医
療
専
門
職
を
「
通
い
の
場
」
に
派
遣
し
、
次
の
業
務
を
行
う
。

①
フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
啓
発
活
動
や
運
動
・
栄
養
・
口
腔
等
の
健
康
教
育
・
健
康
相
談
の
実
施

②
フ
レ
イ
ル
状
態
の
後
期
高
齢
者
を
把
握
し
、
低
栄
養
や
筋
力
低
下
等
の
状
態
に
応
じ
た
保
健
指
導
や
生
活
機
能
橋
上
に
向
け
た
支
援

③
健
診
や
受
診
勧
奨
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
勧
奨

（
２
）

個
別
指
導
（
①
～
③
の
う
ち
、
１
つ
以
上
実
施
）

医
療
専
門
職
が
個
別
的
支
援
を
行
う
。

①
低
栄
養
防
止
・
重
度
化
予
防
の
取
組

②
重
複
・
頻
回
受
診
者
等
へ
の
相
談
・
指
導
の
取
組

③
健
康
状
態
が
不
明
な
高
齢
者
の
状
態
把
握
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
接
続

３
実
施
時
期
（
予
定
）

令
和
３
年
４
月

資
料
5

医 療 専 門 職 が 企 画 ・ 調 整
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令和２年度 介護人材の確保・定着に向けた事業計画（案）について 

 

 本市では、介護人材の確保・定着に係るプロジェクト会議を平成 28年度に立ち上げ、平成 29

年度から本年度までの３年間に介護業界全体のイメージアップに向けた取組や介護人材の確保・

定着に向けた様々な取組を実施してきた。 

しかしながら、依然と続く厳しい雇用情勢を背景に市内においても人材不足により受入定員

を減員せざるを得ない事業所や休止・廃止事業所も増加傾向にあるなど、介護人材不足の解消は

本市の喫緊の課題である。 

そのようななか、令和元年９月には、介護人材の実態把握及び介護人材の確保・定着に向けた

効果的な取組を検討するため、介護サービス事業者を対象としたアンケート調査を行い、その結

果や事業所からの意見を参考にプロジェクト会議で効果的な取組について検討し、次年度事業

計画（案）を作成した。 

 特に令和２年度から次期介護保険事業計画の最終年度となる令和５年度までの４年間は、本

市における介護人材確保・定着施策の集中実施期間に位置づけ、各種施策を推進し、将来的に

質の高い安定した介護サービスを供給していくための体制づくりを進めていく。 

   

                                    

（単位：千円） 

財源目安：保険者等による福祉介護人材確保・定着促進事業費補助金(県 3/4)上限額 2,500千円 

      対象経費：（総事業費 3,617千円－対象外経費 238千円）×3/4 ≒ 2,500千円 

 

取組内容 事業名 令和２年度 

Ⅰ．イメージアップに向けた取組 1.ホームページによる情報発信 601 

2.PRイベント参加経費補助  250 

Ⅱ．人材定着に向けた取組 1.キャリアアップ研修会  150 

2.若手職員交流推進事業  200 

3.経営者向け研修会  200 

4.他事業所のいいとこ発見！見学会 100 

Ⅲ．人材確保に向けた取組 1.介護の職場見学会  180 

2.介護の入門的研修  500 

3.介護の基礎的講座開催  100 

4.介護人材育成支援事業補助金  1,000 

5.外国人介護人材受入れ施設環境整備事業 200 

Ⅳ．会議開催経費 会議開催経費 136 

合 計  3,617 

資料 ６ 
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Ⅰ．イメージアップに向けた取組 

 

１．ホームページ IZUMO KAIGO LIVE!による情報発信〔継続〕 

  介護の魅力を介護現場や介護を目指す学生・保護者・教員を含めた多様な年齢層に

向けて発信し、介護業界のイメージアップを図り、介護職場への就業促進及び定着化

につなげる。 

  ⑴内容  ホームページにインタビュー、座談会、動画、介護に関連するイベント

情報、求人情報、本市の取組紹介等を掲載する。 

⑵経費  ①コンテンツ作成経費       363千円 

       ②管理料            238千円   【事業費 601千円】  

 

 

 ２．介護業界を PRするためのイベント参加経費補助〔新規〕 

  介護業界のイメージアップを業界全体で進めていくため、介護の魅力発信のため 

イベントに参加する市内職能団体等に対し、参加経費を補助する。 

  ⑴内容  イベント参加経費（ブース代、その他必要と認める経費）の一部補助 

  ⑵経費  補助金（上限 50千円×5団体）   250千円   【事業費 250千円】 

 

 

Ⅱ．介護人材の定着に向けた取組 

 

 １．キャリアアップ研修会の開催〔拡充〕 

  市内介護従事者向けのキャリアアップにつながる研修会を年 3回程度開催する。 

  ⑴内容 ・中堅職員に対するチームケアのリーダーとして必要となるマネジメント

能力等の向上 

・医療的ケア・認知症ケアなどの専門的な技術 

・多職種協働のため必要となる知識を習得するための研修会など 

  ⑵経費  講師謝金（50千円×3回）    150千円   【事業費 150千円】 

  

 

２．若手職員交流推進事業〔新規〕 

  若手職員（経験年数概ね 3年未満）が一堂に会し、介護事業所を超えた職員同士の

ネットワークを構築するとともに、介護職の魅力を再確認するなどの取組を推進する

ことにより、若手介護人材の離職を防止し、職場定着を図る。 

  ⑴内容  入所時のネットワーク構築のため、合同入職式の開催、先輩職員との交 

流会の開催や入所３年程度の若手職員のネットワーク構築のため、介護 

技術コンテストの開催や介護事業所を超えた交流会の開催 

  ⑵経費  開催経費（委託料）        200千円  【事業費 200千円】 
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３．経営者向け研修会の開催〔拡充〕 

  経営者を対象とした研修会を年２回程度開催する。 

  ⑴内容  若年層に選ばれる組織づくり 

       事業連携・経営統合についてなど 

  ⑵経費  講師謝金（100千円×2回）    200千円  【事業費 200千円】 

 

 

 ４．他事業所のいいとこ発見！見学会の開催〔新規〕 

  互いに所属する事業所外の施設を見学することで、新たな発見や気づきにより、自

施設でのサービスを見直すきっかけとなり、さらなるサービスの質の向上につなげる。 

  ⑴内容  他事業所の見学会、意見交換、結果報告 

  ⑵経費  受入事業所謝金(5千円×20事業所) 100千円  【事業費 100千円】 

 

 

 

Ⅲ．介護人材の確保に向けた取組 

 

 １．介護の職場見学会（模擬授業体験会）の開催〔拡充〕 

  将来の担い手となる若者（小中学生・高校生）・保護者・教員向けに介護施設見学や

介護福祉士養成校での模擬授業体験会を年２回開催する。 

また、地域の潜在労働力である主婦層、第２の人生のスタートを控えた中高年齢者

層向けに介護の職場見学・職場体験会を年１回開催する。 

  ⑴内容  小中学生・高校生・保護者・教員向けの施設見学・模擬授業体験会 

       主婦層・中高年齢者向けの施設見学・職場体験会 

  ⑵経費  受入れ事業所謝金(5千円×2事業所×3回）30千円 

       養成校謝金(10千円×3回)          30千円 

チラシ印刷代(60千円×2回)           120千円【事業費 180千円】 

 

 

２．介護助手を輩出するための介護の入門的研修の開催〔新規〕 

  介護未経験者の介護分野への参入のきっかけを作るとともに、介護分野で働く際の

不安を払拭するため、介護に関する入門的な知識・技術を習得するための「介護の入

門的研修」を実施し、研修修了後に介護施設等とのマッチングを行う。 

  本事業は、令和２年度までは、県（県社協）が開催予定であるが、本年度から市に

交付される保険者機能強化推進交付金（インセンティブ交付金）の評価対象項目とな

ったため、市で実施する場合は、インセンティブ交付金の評価加点となる。 

  ⑴内容  介護の職場に就業希望の方を対象とした２１時間研修を実施する。 

  ⑵経費  委託料          500千円         【事業費 500千円】 
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 ３．中学生向け介護の基礎的講座の開催（旧出前講座）〔新規〕 

  中学校学習指導要領の改訂により、今後「技術・家庭科」で介護など高齢者との関

わりを実践的に学ぶことが規定され、令和 3年度から完全実施することになった。 

  市内の介護職員を市内中学校に講師として派遣し、介護学習を効果的に実施する

「介護の基礎的講座」を市内中学校で体系的に実施することを通じて、未来の担い手

づくりにつなげる。 

  ⑴内容  市内中学校を対象に介護の基礎的講座を開催する。（座学・体験授業） 

  ⑵経費  資料印刷代等（印刷製本費）100千円      【事業費 100千円】 

 

        

 ４．介護人材育成支援事業補助金〔新規〕 

  介護サービス事業所における介護従事者の資質向上を図り、介護人材の育成を推進

するため、資格試験の合格者に対し資格登録に必要な経費の一部を補助する。また、

介護職員初任者研修の受講費用の一部を補助する。 

  ⑴内容  次の資格登録に要する経費の一部を補助する。 

①介護福祉士試験 12,320円(印紙代 9,000円＋3,320円) 

次の研修受講費用の１／４を補助する 

 ②介護職員初任者研修 80,000円～120,000円 

  ⑵経費  ①介護福祉士 80名×5,000円＝400千円 

       ②介護職員初任者研修 20名×上限 30千円＝600千円 

【事業費 1,000千円】 

 

 ５．外国人介護人材受入れ施設環境整備事業〔新規〕 

  外国人人材の受入れを検討する事業所向けにセミナーを開催する。 

⑴内容  外国人人材の受入れ体制の構築について 

  ⑵経費  講師謝金      150千円 

       資料印刷代(印刷製本費)50千円              【事業費 200千円】 

 

Ⅳ．プロジェクト会議開催経費 

 

介護職場における人材の確保・定着を図り、将来的に質の高い安定した介護サービ

スを供給していくために必要な取組を検討する介護人材の確保・定着に係るプロジェ

クト会議を開催する。 

⑴内容  プロジェクト会議の開催経費 

⑵経費  開催経費（委員謝金・旅費等）    136千円  【事業費 136千円】 
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市 県 国

令和２年度

４月 調査分析

５月

５／２７（水）第１回出雲市介護保険運営協議会
(調査分析報告等）

６月

７月

８月

サービス見込量等作業開始

８／２０（木）第２回出雲市介護保険運営協議会

９月

１０月 サービス見込量・保険料の設定作業

１１月

１１／１９（木）第３回出雲市介護保険運営協議会

事業計画（素案）策定

１２月

事業計画素案・議会報告

パブリックコメント募集・広報

令和３年 パブリックコメント結果発表HP　　

１月 事業計画素案修正・協議

１／２８（木）第４回出雲市介護保険運営協議会 

２月
事業計画の議会報告及び介護保険条例改正議
案の提案

３月

事業所向け説明会

令和３年度

４月 第８期介護保険事業計画スタート

第８期計画策定に向けた今後のスケジュール（案）について

※地域包括ケア「見える化システム」とは、市町村における計画策定・実施を支えるために「介護・医療の現状分析・課題抽出支
援」「介護サービス見込み量等の将来推計支援」「介護・医療関連計画の実行管理支援」の機能を提供する。

市町村への情報提
供連絡会等の開催

市町村への情報提
供連絡会等の開催

事業支援計画の策
定作業

市町村と国との調
整

事業支援計画を議
会に報告

・基本指針(案)の提

示

都道府県との調整

介護報酬改定率等
の係数設定

介護報酬改定

・成立した法律を踏ま
えた見える化システ
ム推計ツール（確定
版）の情報提供

・見える化システム推
計ツール（暫定版）の
情報提供

・第８期計画に関する
基本的考え方の提示

各部会
の開催

各部会
の開催

資料 ７
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